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  はじめに
現在，日本を取り巻く領土・領有問題は，３カ所となっている。ロシア連邦（旧ソ連）との
北方領土（南クリル），大韓民国との竹島（独島），中華人民共和国・中華民国との尖閣諸島で
ある。北方領土と竹島は，関係国（地域）が実行支配をしており，尖閣諸島のみ，日本が実行
支配（国有化）している。教科用図書地図をみると，北方領土が北海道，竹島が島根県，尖閣
諸島が沖縄県と所在地表記している。また，日本政府は，尖閣諸島の領土・領有問題は生じて
いないとの立場である。
こうした領土に関する学習は，地理的内容または公民的内容を主とするが，その原因や過程
に関する内容となれば，歴史的内容で行う。また，学校段階では，小学校社会科，中学校社会
科，高等学校地理歴史科・公民科が関係教科となり，総合的な学習の時間（以下，総合学習）
でも，学習対象になりえる。
現在，領土学習は，重点化されてきている。小学校（２０１５年度から），中学校（２０１６年度か
ら）の教科書検定の結果では，領土問題の記述が増えた１）。小学校の場合，現行学習指導要領
解説社会編で触れていない「竹島」や「尖閣諸島」の記述が追加された。具体的には，全４社
１４冊の内，尖閣諸島が４社７冊（従前は１冊），竹島が４社７冊（従前は１冊）で触れている。
また，尖閣諸島では３冊，竹島では４冊，初めて「日本の固有の領土」と加えた。北方領土の
場合，４社８冊（５・６年生用）において，ロシアに不法占拠されている（不法に占領されてい
る）という表現を記述した（従前は２社のみ）。中学校の場合も，同じような傾向を示してい
る。他方，現政権の強い意向が反映された形となり，国定教科書化の懸念が指摘されている。
日本における領土学習の先行研究として，授業開発研究の類はあまり多くない。太田
（２０１１）では，北方領土学習について，小学校・中学校の教科書内容，教育実践として北方領
土学習研究会を取り上げ，その傾向や特色をまとめた。それをふまえ，北方領土学習は，相手
国の見解を含む多面的・多角的な理解の必要性を指摘している。草原・渡部編（２０１４）では，
これまでの北方領土学習の授業実践の分類，小学校社会科の授業開発を取り上げている。前者
では，根室管内の授業実践に焦点をあて，これまでの授業内容の傾向として直接的態度形成授
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業と間接的態度形成授業に分けられることを示した。後者では，授業開発の視点として，事例
解説・紹介型，判断正当型，判断保留型の可能性を示し，判断保留型の授業開発を例示してい
る。判断保留型とは，領土問題それ自体の理解や解決よりも，その背後にある複雑に絡み合う
相互の国の思惑や国際社会における諸関係等，解決の難しさを教えることを重視するものと指
摘している。また，竹島や尖閣諸島の場合，教科書等の取り扱いがほとんどなかったことや関
係国（地域）の反応が過敏なため２），地理的位置を確認する程度に過ぎなかった。
後で触れるように，北方領土学習に関する学習指導要領，教科書内容，学習教材は，政府見
解に基づいた内容になっている。その内容は，地図や文書資料を中心としたもので画一的であ
る。それゆえ，多面的・多角的な理解を目指す上で課題がある。
そこで本稿では，領土学習の重点化をふまえ，北方領土を事例としながら，小学校社会科か
ら総合学習へつなぐものとして北方領土遺産を活用した教材の開発を行う。教科から領域への
学習活動の接続は，多面的・多角的な理解に寄与するものと考えた。北方領土遺産とは，根室
管内において，２０１７年度までの選定を目指し取り組んでいるものである。現時点では，その可
能性を示すものであり，北方領土遺産という名称で確定しているものではない。ただ，北方領
土遺産の活用は，有形の地域資源であり，新たな教材開発を目指す上で，意義は高いものと考
えられる。
 北方領土問題の概要
本章では，小学校社会科・総合学習の授業実践を想定しながら，北方四島の地域概観，帰属
の歴史，問題の概要について確認しておきたい。
１ 地域概観
北方領土は，北海道本島の東方に位置する四つの島々，択捉島（３，１８４１），国後島（１，４９９
），色丹島（２５３），歯舞群島（１００）を指す。歯舞群島は，さらに，志発島，水晶島，多
楽島，勇留島，秋勇留島の５島から成り，他にも貝殻島，萌茂尻島等の小島がある。そのうち，
貝殻島は，納沙布岬まで３．７の距離にある。また，択捉島は，北緯４５度（４５°３３′／カモイワッ
カ岬）で，日本の最北端に位置し，離島において最大面積を有する。４島合わせた総面積
は，５，０３６で千葉県（５，０８２）や愛知県（５，１１６）に相当する。
周辺海域は，寒流（千島海流）と暖流（日本海流）の接点付近にあり，水産資源に恵まれて
いる。そのため，早くから漁業や水産加工といった水産業が発達した。１９４５年当時の人口は，
択捉島３，６０８人，国後島７，３６４人，色丹島１，０３８人，歯舞群島５，２８１人が居住していた。また，択
捉島の紗那，内岡，別飛，国後島の古釜布，泊，色丹島の斜古丹，穴潤といった日本の地形図
上の表記地名は，当時のままである。
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２ 北方四島の帰属を巡る歴史
北方四島は，１７９８年，幕府の役人が択捉島に「大日本恵登呂府」の標柱を建て，日本の領土
であると示したことを最初とする。その当時，ロシアの勢力は，択捉島までまだ及んでいな
かった。
１８５５年，日本とロシアの間で，平和的・友好的な形で日魯通好条約（下田条約）において，
択捉島とウルップ島の間の国境を確認した。１８７５年，樺太千島交換条約において，樺太をロシ
ア領，千島列島を日本領とした。その際，千島列島の地理的範囲に，北方四島は含まれていな
い。１９０５年，日露戦争の戦後処理として，ポーツマス条約において，北緯５０度以南の南樺太が
日本の領土となる。
１９４５年８月９日，第二次世界大戦末期に，旧ソ連は，日ソ中立条約に違反して対日参戦し，８
月１４日に日本がポツダム宣言を受諾して，降伏の意図を明確に表明した後，樺太や千島列島等
への侵攻を開始し，８月２８日から９月５日までの間に北方四島のすべてを占領した。旧ソ連
は，１９４６年に北方四島を一方的に自国領に編入し，１９４９年までにすべての日本人を強制退去さ
せた。
１９５１年，サンフランシスコ平和条約で，日本は，千島列島を放棄した。日本政府の見解は，
千島列島の放棄に，固有の領土である北方四島を含んでいないという立場にある。
３ 北方領土問題の概要
北方領土問題は，第二次世界大戦後に生じたものである。サンフランシスコ平和条約（第２
条）では，領土の放棄について以下のように定めている。それは，「日本国は，千島列島並び
に日本国が１９０５年９月５日のポーツマス条約の結果として，主権を獲得した樺太の一部及びこ
れに近接する諸島に対するすべての権利，権原及び請求権を放棄する」というものである。
最も大きな問題点として，「千島列島」の地理的範囲について，明確に定義していないこと
である。一方，旧ソ連（ロシア）は，平和を回復するための会議（１９５１年）において，「千島
列島は旧ソ連のものとする」に変えるべきと主張したが認められず，平和条約への調印を拒否
している。
その後，１９５６年，日ソ共同宣言を発表し，国交を回復した。その際，旧ソ連は，「平和条約
を結んだ後に，歯舞群島と色丹島を引き渡すこと」を約束している。しかしながら，１９６０年，
日米安全保障条約を改定（アメリカ軍の日本駐留）すると「日本からアメリカ軍が出ていかな
いと歯舞群島や色丹島を返還しない」と態度を急変した（旧ソ連政府／グロムイコ声明）。そ
れ以降，日本と旧ソ連（ロシア）との間で平和条約交渉は，領土問題が障害となり締結されて
いない。
戦後の領土の帰属は，通常，平和条約で決定する。日本政府は，北方四島を固有の領土であ
ることに加え，南樺太及びウルップ島以北の千島列島の帰属も確定しないという立場にある。
教科用図書地図の場合，北海道周辺の国境線は，４か所あり，この見解に従っている。具体
２０７
的には，稚内とサハリン島との間，択捉島とウルップ島の間，南樺太と北樺太の北緯５０度線，
千島列島の北端とカムチャッカ半島の南端の間である。また，南樺太とウルップ島以北の千島
列島の場合，帰属不明という意味で，地図上において白色となっている。
日本政府の主な主張として，「北方領土は，１８８５年に日魯通好条約で国境の決定以降，日本
の領土であること」，「旧ソ連は，自国領を広げるために戦争をするのではないというカイロ宣
言（１９４３年）に違反し不法占拠していること」，「サンフランシスコ平和条約で放棄した千島列
島にはもともとの日本の領土である北方領土は含まれないこと」を挙げている。
旧ソ連（ロシア）政府の主な主張として，「ロシア人が最初に千島を発見し開拓したこと」，
「北方領土はヤルタ協定（１９４５年２月）で旧ソ連に引き渡すことになっていること」，「日本が
サンフランシスコ平和条約で放棄した千島列島に北方領土は含まれること」を挙げている。
 これまでの北方領土学習の内容
１ 北方領土学習の内容・特色
本節では，太田（２０１１）を手がかりに，北方領土学習の特色を確認しておきたい。
戦後，社会科教科書において，「北方領土」に関する地名が登場するのは，１９６０年代の「南
千島」が最初であった。暫くは，「北方領土」という呼称は，一般的ではなかった。１９８０年代
に入り，小学校の教科書で「北方領土」という呼称が初めて使用された。それに影響を与えた
のが，１９７８年の学習指導要領の改訂で，「我が国が正当に主張している立場」を最低４項目，
明記するように求めたことである。具体的には，我が国固有の領土であること，旧ソ連が
不法に占拠していること，国民的な返還運動があること，	四島の名称を全部明記すること，
である。加えて，日ソ関係の悪化と返還運動の全国的な高まりが後押しとなり，小学校の教科
書に北方領土問題が記述されたと指摘している。
授業実践の場合，北方領土学習研究会が，小学校・中学校で「３時間で教える北方領土学
習」を開発したことに注目した。小学校では，北方領土の地理的位置，開拓，産業，歴史，中
学校では，水産業との関わり（地理的分野），国境の変遷と歴史的根拠（歴史的分野），関係国
の主張の違い，島民の思い，友好活動，問題解決策（公民的分野）といった内容であった。こ
れらの内容は，社会科学習との関連を意識して作成したものではないかと指摘している。
１９９０年代に入ると，外交問題や内政との関連，アイヌ民族との関連にも触れるようになって
きたことを挙げている。また，最近になるに従い，北方領土の今後や領土問題の解決策を考え
させる傾向が強いことも強調している。
２ 北方領土学習の主な教材
北方領土学習に関する教材は，外務省，内閣府北方対策本部，北方領土問題対策協会，北海
道・関係団体等が制作している。とりわけ，北方領土問題対策協会の教材集は，多方面の資料
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（web資料を含む）を揃えている。また，全体的な特色として，小学校・中学校向けのもの
が多い。以下では，関係団体の社団法人 北方領土復帰期成同盟の学習教材２点（北方領土読
本と小学生用学習教材）を例示しておきたい。
内容は，北方領土の地理的環境，戦前と不法占拠までの歴史，不法占拠後の歴史，返還運動
の様子といった共通性がある。北方領土を地理的・歴史的に理解するには，適当な学習教材と
判断できる。
表１ 北方領土読本（社団法人 北方領土復帰期成同盟）の内容（目次）

 北方領土の概要
・位置，面積，距離，自然
 北方領土の産業
・水産業，農林畜産業，鉱工業
 北方領土の歴史
１ 北方領土及び千島列島に住んでいた人々
２ 松前藩と北方領土及び千島列島
３ オランダ探検家の千島列島確認
４ ロシアの南下
５ 日ロの接触
６ 北方領土の開拓
７ 日魯通好条約（下田条約）
８ 樺太・千島交換条約
９ 北方領土の発展と島民の生活
１０ 占領された島々
 北方領土問題と漁業・北方墓参
１ 北方領土とサンフランシスコ平和条約
２ ヤルタ協定
３ 領土不拡大の原則
４ 日ソ共同宣言と平和条約交渉
５ だ捕と安全操業問題
６ 北方領土へ墓参
７ 北方領土との交流
 北方領土返還要求運動
１ 運動のはじまり
２ 運動のひろがり
２０９
３ 北方領土の日
４ 世論の盛り上がり
５ 今後の運動の方向性
表２ 小学生用学習資料「北方領土ってどんなところ？」（社団法人北方領土復帰期成同盟）
●北方領土とは（本州と離島との距離，離島や県の大きさ）
●北方領土の自然と生活 今・むかし（人口，自然，人々の生活，領土，国際的なきまり）
●戦後の北方領土（だ捕と安全操業，返還運動，北方領土の日）
●北方領土との交流（墓参，ビザなし交流）
図１ 小学生用学習資料「北方領土ってどんなところ？」の内容例
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 領土学習と文化遺産に関する現行学習指導要領解説社会編の位置付け
１ 領土学習に関する位置付け
現行の学習指導要領解説社会編において，直接，領土学習に触れているのは，第５学年であ
る。具体的には，「我が国の国土の自然などの様子について，次のことを地図や地球儀，資料
などを活用して調べ，国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連をもっていることを考える
ようにする」とある。また，「ア 世界の主な大陸と海洋，主な国と名称と位置，我が国の位
置と領土」の解説として，以下のような記述がみられる。「我が国の位置と領土」を調べると
は，我が国の国土を構成する北海道，本州，四国，九州，沖縄島，北方領土などの主な島の名
称と位置，我が国の領土の北端，南端，東端，西端，日本列島の周りの海を取り上げ，地図帳
や地球儀などで具体的に調べ，白地図などに書き表すことにより，我が国の位置と領土を具体
的とらえることである。その際，領土については，北方領土の問題についても取り上げ，我が
国固有の領土である，歯舞群島，色丹島，国後島，択捉島が現在ロシア連邦によって不法に占
拠されていることや，我が国はその返還を求めていることなどについて触れるようにするとあ
る。加えて，「南北に連なる大小の島々で構成された島国であり，大韓民国，中華人民共和国，
ロシア連邦と隣り合っている」のように，我が国の位置を世界の広がりの中でとらえ，言い表
すことができるようにすることが大切である。その際，位置の表し方については，他との関係
で位置を示す方法や，緯度と経度で示す方法があることについても取り上げるようにするとあ
る。
以上から，北方領土を含む領土学習は，地理的位置・範囲の確認を主としており，国境周辺
の地理的環境，歴史や産業といったものを深く取り上げるように示していない。
２ 領土に関する教科書記述例
領土に関する教科書記述では，従前の北方領土問題に加え，竹島と尖閣諸島の記述が加わっ
た。すでに述べたように，現行学習指導要領解説社会編では，領土問題として竹島と尖閣諸島
の地名には触れていない。以下では，教科書記述内容を例示する。
表３ 領土をめぐる問題の教科書記述例
（T社教科書の第５学年の内容／後半部（下線）は平成２６年度の検定で追記となった部分）
北海道の北東に続く歯舞群島，色丹島，国後島，択捉島は，日本固有の領土です。とこ
ろが，７０年ほど前におきた太平洋戦争が終わったあとソビエト連邦が占領し，その後もソ
ビエト連邦をひきついだロシア連邦が不法に占拠しています。日本政府は，これらの島を
返すように求めて，交しょうを続けています。北方領土が１日も早く日本にもどることが，
わたしたち日本人の願いする。
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日本海上にある竹島は，日本固有の領土ですが，韓国が不法に占拠しています。
また，東シナ海にある尖閣諸島は，日本固有の領土ですが，中国がその領有を主張して
います。
３ 文化遺産に関する位置付け
今回の教材では，北方領土遺産の活用を想定している。それでは，現行の学習指導要領解説
社会編において，文化遺産の活用をどのように位置付けているか，確認する。
内容の取り扱いでは，第６学年での文化遺産の活用を例示しているものの，他の学年の活用
としても触れている。文化遺産の活用のねらいは，単なる知識理解に留まらず，保存に至った
経緯や意味，それを大切にしていこうとする態度の育成を期待している。この点は，ESDの
観点も含むものと考えてよい。加えて，社会科学習の発展として，他の領域との接続ができる
よう計画の立案にも触れている。
よって，今回の北方領土遺産を活用した社会科から総合学習へつなごうとする試みは，こう
した考え方とも一致する。
表４ 文化遺産の活用に関する現行学習指導要領解説社会編の内容
【第６学年の内容の取り扱い】
地域の実態を生かし，歴史的事象に対する関心や理解を深める観点から，自分たちの住
む県（都，道，府）や市（区，町，村）が指定している重要文化財などを取り上げること
も一つの方法である。
実際の指導においては，取り上げた文化遺産を通して，それらが我が国の先人の工夫や
努力によって生み出されたものであることや，私たちの祖先の手によって現在まで大切に
受け継がれてきたこと，それらは我が国の伝統や文化の特色や現在の私たちの生活や文化
の源流などを考える上で欠かすことができない高い価値をもっていることを具体的に理解
できるようにするとともに，我が国の伝統や文化を大切にしようとする態度を育てるよう
にすることが大切である。
【全体内容の取り扱い】
（２）博物館や郷土資料館等の施設の活用を図るとともに，身近な地域及び国土の遺跡や
文化財などの観察や調査を取り入れるようにすること。
身近な地域や国土には，様々な遺跡や文化財が保存，管理されており，それらを観察し
たり調査したりする活動の場を，学習のねらいを考慮して，指導計画に位置付けることも
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考えられる。例えば，第３学年及び第４学年での地域の人々の生活の移り変わりに関する
学習や県内の特色ある地域の人々の生活に関する学習，第６学年での我が国の歴史学習な
どでは，身近な地域や国土に残されている様々な遺跡や文化財，歴史博物館などを直接訪
ねて観察したり調査したりする活動を組み入れることができる。
指導計画の作成に当たっては，特別活動の遠足・集団宿泊的行事や総合的な学習の時間
における伝統や文化に関する学習活動などとの関連を指導計画に示すことも考えられる。
（中略）
このような学習を通して，博物館や郷土資料館，地域や国土に残されている遺跡や文化
財などの役割や活用の仕方について正しく理解させ，それらにかかわっている人々の働き
やそれらが大切に保存，管理されていることの意味についても気付くようにすることが大
切である。
 北方領土遺産を用いた社会科から総合学習への接続の実際
すでに述べたように，北方領土学習の教材は，関係省庁・団体で作成したものが主であり，
地域で根付く資源（博物館資料や文化遺産）を活用とするものは少ない。そこで，以下では，
北方領土遺産を用いた社会科から総合学習への接続の構想を示す。他方，社会科で用いること
ができる文化遺産は，ある程度の縛りがあり，そこから対象外となるものについて総合学習で
活用する。その結果，北方領土学習として一貫性や総合性が増すものと考えた。
構想では，社会科の第６学年を対象として，建造物，遺跡・遺構，像・石碑といった有形の
文化遺産を用い，歴史的内容の理解を補完する。その歴史的内容とは，キ 黒船の来航，明治
維新，文明開化について調べ，廃藩置県や四民平等などの諸改革を行い，欧米の文化を取り入
れつつ近代化を進めたことがわかる，ク 大日本帝国憲法の発布，日清，日露の戦争，条約改
正，科学の発展などについて調べ，我が国の国力が充実し国際的地位が向上したことがわかる
こと，ケ 日華事変，我が国にかかわる第２次世界大戦，日本国憲法の制定，オリンピックの
開催などについて調べ，戦後我が国は民主的な国家として出発し，国民生活が向上し国際社会
の中で重要な役割を果たしてきたことがわかること，である（図２）。総合学習では，これ以
外に関する知識理解につながるよう目指す。
総合学習の目標は「横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自
ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題の解決や探究活動に主体的，創造的，共同
的に取り組む態度を育て，自己の行き方を考えることができるようにする」とある。また，学
習活動の例示として，「国際理解，情報，環境，福祉・健康」を挙げている。それゆえ，北方
領土遺産の一つであるエピソードが，最も適切と考えた。エピソードを取り挙げる理由として，
２１３
総合学習の例示内容すべてに該当する。具体的には，エピソード自体情報であり，ロシアとの
接点では国際理解，スキーとの接点では，環境，健康に関係する。よって，これらのエピソー
ドの有する様子や理由を調べ，疑問解決に迫ることができると考えた。
例えば，「リンドバーク夫妻と島民は，どのように信頼関係を築いたのか」，「なぜ，猪谷氏
は，国後島に移住し，スキーを普及させようとしたのか」，「なぜ，戦後島民の一部は，北方四
島に残ったのか，それ以降，どのような生活を送っていたのか」といった学習課題を想定でき
る。
加えて，中学校・高等学校における総合学習の活動として，中学校では，「サハリン（北方
四島）に残る遺産の調べ学習」，高等学校では，「中ロ領土問題の解決にみる領土問題の解決の
可能性」といった高度な学習課題も設定できよう。
表５ 社会科で活用の可能性がある北方領土遺産（調査対象となった一部）
建造物 旧千島電信回線（海底ケーブル）ハッタリ浜陸揚庫 根室市
標津～国後島海底電信基地 標津町
旧開拓使別海缶詰所（現別海漁協倉庫） 別海町
遺跡・遺構 野付通行屋遺跡 別海町
旧落合無線電信局 根室市
像・石碑等 藩士の墓・標津番屋屏風等
（江戸末期，北方警備に当たった会津藩の足跡）
標津町
国後島から持ち出された馬頭観世音菩薩座像 別海町
色丹島から持ち出された上部佐ハリスト正教会のキリスト像 中標津町
資料）２０１５年８月６日付北海道新聞記事２頁。
表６ 総合学習で活用の可能性がある北方領土遺産（調査対象となった一部）
エピソード
（情報）
国後島に不時着したリンドバーク夫妻との島民の交流 国際理解
国後島に移住し，スキーを広めた猪谷六合雄氏 環境，福祉・健康
強制引き揚げ後も北方四島に残った人々 国際理解
資料）２０１５年８月６日付北海道新聞記事２頁。
菊地：小学校社会科と総合学習における北方領土遺産を活用した教材の開発２１４
図２ 北方領土に関する多面的・多角的な理解の学習構造例
 おわりに
本稿では，北方領土を事例としながら，社会科から総合学習へつなぐ北方領土遺産を活用し
た接続の構想を示した。
まず，北方領土遺産は，これまでの北方領土の学習教材とは異なるものであり，身近な地域
資源，具体的資料として活用できる点で優れている。その結果，北方領土学習において多面的
・多角的な理解を目指す構造ができる。加えて，総合学習を軸に考えると，中学校・高等学校
の発展的な学習活動として継続させることもできる。また，社会科から総合学習への橋渡しは，
防災に関する内容でも，応用できる。具体的には，建造物等を災害遺構として，エピソードを
文書・視覚的資料として考えると，同じような学習活動の立案もできよう。よって，防災に関
する内容でも，多面的・多角的な理解を期待できる。
課題として，北方領土遺産は，主として根室管内に分布するため，直接資料の活用としては
限られる。その改善には，北方領土遺産の画像や説明資料の準備ができないと，他地域での間
接資料としての活用はできない。よって，教師用資料として，北方領土遺産の学習教材の整備
が必要となろう。さらに，北方領土遺産を活用した授業展開において，本当に多面的・多角的
な理解に結びついたのか判断する必要性もある。これは，機会をみて報告できれば幸いである。
注
１）２０１４年４月５日付北海道新聞記事１・２頁。
２）２０１４年の小学校教科書検定の結果を受け，韓国政府は「挑発の水位が高まっており，強く
糾弾する」といった声明，中国政府は「中国に対する不当な非難だ」といった声明を発表し
２１５
ている（２０１４年４月５日付北海道新聞記事２頁）。
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